



























































































































分が高速で震動し、ただ乗るだけでも効率よく筋肉に負担をかけられるトレーニング機器。開発はオランダ人のスポーツトレーナーとされる。短時間の使用だけで無理なく運動できることから、現在は医療 関や有料のスポーツジムなど 導入が進ん いる。
後のトラブルを未然に防ぐことが期待される。古山室長は 「導入では、 フレッシュマンセミナーなどでカードの欠点も含めて学生にしっかり伝えることが重要」と話す。　
また、卒業生や教職員に


















































































（東京都千代田区）で行われ、木藤紘介さん（情報創成４年） と吉田拓真さん （同４年）がアプリ部門でグランプリを受賞した。２人が開発したのは、スポーツのプレー分析を簡単にすることができるアプリ「Ｓｐｏｔ」 。アプリはコンテスト後も改良を進めており、今年
10月ごろには無料配信を
開始する予定だ　「Ｓｐｏｔ」はタブレット端末のカメラを用いてプレー中の動画を録画することができ、録画中に気になった部分にチェックを入れておけば、後で何度でも再生することができる。ま

























































































































を背景に、クラリネットとオーボエの低いラ音から主題が始まる。８分音符の主旋律が他の楽器を巻き込みながらオクターブを上げ、トランペットが高いド音のファンファーレを奏でまるでオーケストラという船が、大海原へとこぎ出すかのようだった。　「うねりにうねる海を、船がどんどん進ん いくんだ」 。指揮、佐藤拓人（地球３年） 練習中に団員へ何度もかけた言葉だ。 「僕たちは最後まで挑戦しなければならない。最後の一小
取り扱っている。いずれも従来の精神医療においては主流から外れた周縁的なテーマとみなされてきた。しかしいまや、これらの専門領域に対する社会的なニーズ 、かつてないほどに高まってる。　
ならば私自身は、なぜ
この仕事を専門としたの と「支援」の区別のあいまい化、コミュニティケアの前景 「個人の不適応」と「社会的排除」を両立させる複眼 視点の要請、などなど。　
私が所属する研究室で





は、現在 精神医療におけるさまざまな問題が集約されている。精神疾患の軽症化と社会問題化、「医療」 と 「福祉」 、 「治療」
だろうか。　
一つには、私が東北人







は、さまざまな副業に手を出してしまう 言う悪癖がある。本業としての診療と研究の傍ら、請われるままに書評や映画評を書き、現代思想やアートといった専門外の領域の論文 手がけ、ロボット工学やメディア論の専門家らと対話 重ねてきた。はた目には無節操に映るであろうこうした活動の一切もま 、 “私の
今”を形作ってきたことは間違いない。　
そうした活動の集大成








































































筑波大学大学院修了、２０１３年から現職。著書に「社会的引きこもり─終わらない思春期」 （ＰＨＰ新 ） 「ヤンキー化する日本」 （ＫＡＤＯＫＡＷＡ）ほか多数。
筑波大学吹奏楽団第 71 回定期演奏会






























































































































































































































































































































































































































































































を立ち上げた。活動理念は、 「筑波大で人と人とをつなげる」こと。 「自分は、先輩など 人との出会いに助けられた。後輩にも、社会人とつながるきっかけを提供したかった」と話す。学園祭で女優の加藤ローサ
さんを招いたトークショーを企画したり、学内で大規模な交流会 開くなど、イベント運営を中心に精力的に活動した。その延長で２０１１年４月に株式会社クロノファク リー 設立した。　
設立初期は、主にイベン



























界中を取材したい……なんて、おこがましいと思うかもしれないけど、書いちゃっ いいんだよ。いやもっと大きく、既存の番組や業務じゃな今はな 未来の放送の仕事を描いてもいい です。自分が「できそうなこと」 と、 やりたいこと」を混同しないで。　
僕の就活時代はバブル


































































































「文化」を至る所に感じた。特に目を引いたのは、 今林史佳（体専２年）の演技。冷静な表情を崩さない今林の演技は、伝統にのっとるものだった。一つひとつの動作は丁寧そのもので、身体の末端にまで神経 行き渡らせているようだっ 。今林は皆中させたが 「ほんの少しの精 面の揺らぎで結果が変わる」と精神力の重みを語っ 。　
一本の矢に神経を集中させ、
28㍍






































































































































































































































































































ルに達していない打者もいた」と分析。秋季リーグに向けて「 （貧打の対策として）足の速い選手を使いたい」と機動力を生か 得点を奪えるチームづくり進める。春季リーグで外野を守った野田直樹（体専４年） を内野にコンバートし、空いた外野のポジションを俊足の汐月祐太郎（社学２年） や川端将広 （体専１年らに競わせるという。　
一方、投手陣は最速
１５２㌔の本格派右腕・木部拓実（同２ と制球力
の良い大間幹起（同３年）という先発の軸となる２人がけがで出遅れたのが響いた。新人 大場遼太郎（同１年） 代役として登板したが、最速１４７㌔の速球を武器に力強い投球を見せる一方で 無駄な四球を出すなど不安定な投球も目立った。　
川村監督は「下級生が多












引っ張らなければならなかったことだ。自分の調子がチームの勝敗を左右する。 「馬場がい いと始まらない」という空気がチームにはあ 。 「注目され、期待に応えようとするあまり試合前はいつも緊張していた」　
筑波大に進学した理由
の一つは、強いチームでプレーしたかったから。筑波大 男子バスケットボール部は、主将の笹山























筑 波 大 学 新 聞 第315 号 （10）学生生活2014 年（平成 26 年）7月 14 日（月）
総合でも２位に 附属坂戸高が活動



























































あり、斎藤教授の「パソコンのない時代に戻りたいか」という質問 来場者の多くは「ツイッターなどＳＮＳでつなが を感じられる現代の方が い」と答えた。　
また斎藤教授は、精神治




























































の時間。一人の男 子が元気よく手を挙げた。 「おいしい野菜はどうし ら作れ





筑 波 大 学 新 聞  第315 号（11） 学生生活 2014 年（平成 26 年）7月 14 日（月）
　
全国の高校生には、大

































































































































で、 「がんと戦う力は人のつながり」 「がんに負けない街づく などのメッセージが書かれた横断幕を掲げ、来場者の声援を受けながら交代で会場を歩いた。また、会場では参加団体が、肺 んや乳がんなどの知識を分かりやすく解説した。
（
12面に関連写真）
では、筑波大前期試験の日本史で出題される４００字論述を扱っている。４００字という長文の論述は筑波大独自のもので対策が難しいため、授業では論述を解くコツや勉強法などを教えている。例えば、江戸時代に徳川吉宗が行った享保の改革について 授業では、ただ単語を覚 させるのではなく、時代の流れや文化的背景もふまえ、改革の内容や結果を解説してい 。　
杉木さんは「さまざま


























































































































で開催中の「世界報道写真展」を訪れる機会がありました。昨年撮影された世界各国の報道写真の中から、えりすぐりの作品を展示する展覧会です▼「百聞は一見にしかず」とは言いますが、絵画と違って、カメラが切り取 一場面は 「現実」そのもの。 紛争や自然災害、社会問題を扱った写真の一枚一枚に引きつけられ、被写体について深く考えさせ















災地の様子を発表することで、より多くの人に現地の様子を知ってほしい」と語る。そ ため、 「みにぷろ」 は多くの人が気軽に参加できるように「正式メンバー」 を決めず 「フォロワー」という形で自由に活動 してもらっている。 １回限り も歓迎だ。　
行動のきっかけは、昨年
11月の学園














は皆明るく、私たちのほうが元気をもらえた」と振り返る。今後は被災地を訪れる機会を増やす予定だ。　「 『みにぷろ』の活動で故郷に対する思いが深まっ 話す。 被災地の人々が、失った故郷を取り戻すため、復興に全力を注ぐ姿を見て、故郷と人との強いきずなを感じたからだ。出身は愛知県。自分の故郷 もし災害に遭っ時、自分は何 できるのだろう。答えはまだ見つからないが、考えるほど故郷への愛着が深まった。　そんな山下さんにとって「つくば」
は第二の故郷 。 くばで多くの人と関わる中で、つくばを故郷として感じるようにもなったという。　「これからもつくばや 『みにぷろ』 で、色々な人と関わりたい」　その思いを胸に、第二の故郷から未
来を見据える。
　　　　　　　　　　
　（新田萌夏＝社会学類２年、写真も）
芝生でほほ笑む山下さん
?? ?
